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第 4 章では，パケット交換方式に対する通信路容量の割当法について考察している。その結果， (1) 
入力パケット分布の平均値を伝送するための通信路容量を割り当て， (2)次に，残余通信路容量を入力
パケット分布の標準偏差に比例して配分する割当法，標準偏差比例割当法を提案し，その有効性を数
値例により示している。また標準偏差比例割当法は，入力パケット分布がポアソン分布であるとき， L. 
Kleinrockの示した平方根割当法と一致し，これを一般化したものであることを明らかにしている。
第 5 章は結論であり，本研究で得られた成果を総括するとともに，今後に残された問題点や課題に
ついて述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，環状データ網における交換方式とそのトラヒック制御問題について論じたものであり，
広域コンピュータ・ネットワークのローカル・サブ・ネットないしは 独立した地域ネットワークを
対象としている。本論文の研究成果を要約すると以下のようになる。
1 )端末を含むサブ・ネット構造として星形接続と環状接続をとりあげ，融通性，ならびに信頼性の
面から比較検討を行っている。この結果，端局収容能力および融通性については，環状接続がすぐ
れた特性を有していることを指摘し線路費用および信頼性と網内収容端局数との聞に存在するト
レード・オフ関係を明確にしている。
2 )環状データ通信網において，特に重要な問題であるアクセス方式のモデル化を一般化し，そのト
ラヒック解析を行い，各種アクセス方式の比較検討を行っている。特に代表的なアクセス方式であ
るランダム，固定アクセス方式に解析結果を適用し，その両者の特徴を生かした半固定アクセス方
式を提案し，それぞれのアクセス方式の適用可能領域を求めている。
3 )環状データ通信網では端局間の干渉が大きく，任意の端局でのトラヒックの急増は，直ちにネッ
トワークの轄按によるシステム・ダウンに連なる。このため，この種の轄轄を制御するためのアク
セス方式を提案し，その有効性を示している。
4 )複数パケット長メッセージ入力をもっパケット交換網を対象に平均伝送遅延を最小にする回線容
量配分法として，標準偏差比例割当法を導出し，従来の平方根割当法を拡張するとともに，その有
効性を確かめている。
以上のように，本論文は，データ通信網の設計にいくつかの新しい知見を与えるとともに，今日そ
の必要性が論ぜられているコンピュータ・ネットワークの実現の可能性を示唆しており，通信工学
および情報工学の発展に寄与する所大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認め
る。
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